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非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
第
三

二
回
総
会
を
五
月
二
九
日
、
近
江
町
交
流
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。 

最
初
に
五
十
嵐
正
博
代
表
世
話
人
は
主

催
者
挨
拶
で
、
一
月
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁

止
条
約
に
関
連
し
て
「
国
際
条
約
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
国
会

承
認
の
手
続
き
が
と
ら
れ
る
こ
と
の
極
め

て
少
な
い
日
本
の
実
情
の
中
で
、
平
和
的
生

存
権
な
ど
人
権
や
市
民
生
活
に
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
す
条
項
は
、
国
か
ら
の
情
報
提
供

と
自
治
体
と
し
て
の
意
見
表
明
の
機
会
が

保
障
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
運
動
と
し

て
も
条
約
の
中
身
に
市
民
が
ど
う
関
わ
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

活
動
報
告
・
方
針
提
起
に
立
っ
た
神
田
順 

一
事
務
局
長
は
、
平
和
団
体
の
共
同
編
集
に 

        

    

一
事
務
局
長
は
、
平
和
団
体
の
共
同
編
集
に

よ
る
『
記
憶
の
灯
り 

希
望
の
宙
へ 

い
し

か
わ
の
戦
争
と
平
和
』
の
発
刊
と
そ
の
好
評

な
反
応
、
岩
佐
幹
三
さ
ん
の
被
爆
証
言
紙
芝

居
「
戦
い
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
」
普
及
へ
の

協
力
、
県
内
自
治
体
の
平
和
事
業
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
条
約
は
国
の
専
管
事
項
で
そ
の
是

非
に
つ
い
て
首
長
と
し
て
触
れ
な
い
」
が
多

数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
平
和
都

市
宣
言
や
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
促
進

な
ど
本
会
の
実
績
に
触
れ
な
が
ら
、
粘
り
強

く
自
治
体
の
意
見
書
運
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
非
核
政
府
の
会
の
全
国

役
員
で
も
あ
る
会
員
か
ら
、
石
川
の
会
の
活

動
が
全
国
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

他
の
会
員
か
ら
女
性
役
員
の
登
用
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
今
回
で
役
員
を
退
任
さ
れ
る
尾
西

洋
子
、
川
本
浩
平
両
氏
に
永
年
の
活
動
へ
の

労
い
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

閉
会
の
挨
拶
で
井
上
英
夫
代
表
世
話
人

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
の
中
で
こ
そ
、
非

核
・
平
和
の
課
題
で
日
本
国
憲
法
の
前
文
、

第
九
条
、
第
二
五
条
の
先
駆
性
が
輝
い
て
い

る
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

                             

 

1面 非核の政府を求める石川の会総会・報告 

2面 2021年度平和事業に関する自治体アンケー 

ト集計結果と本会のコメント 

3面 平和行進 能登コースの報告 新井田義弘 

4面 平和とジェンダー       岸 松江 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ラ
ジ
オ
局
ニ
ュ
ー
ス
ト
ー 

ク
Ｚ
Ｂ
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
今 

夏
の
開
催
へ
突
き
進
む
東
京
五
輪
を
『
大
虐
殺 

だ
』
と
激
し
い
表
現
で
猛
批
判
」
と
報
じ
た 

〔
東
ス
ポ
Ｗ
ｅ
ｂ
〕
。
そ
の
計
画
を
巡
っ
て
問

題
に
な
っ
た
新
国
立
競
技
場
の
建
設
が
始
ま

っ
た
頃
の
〔
花
鳥
風
月
〕
を
振
返
っ
て
驚
い
た

▼
「
…
大
手
広
告
会
社
『
電
通
』
を
め
ぐ
る
違

法
残
業
事
件
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
さ
な
か

に
、
『
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
』
な
ど
む
き
出
し
の

利
益
優
先
の
国
策
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
襲

い
か
か
る
。
『
新
国
立
（
競
技
場
）
建
設
現
場

で
働
く
新
入
社
員
自
殺 

厚
労
省
が
実
態
調
査

へ
』
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
る
。
建
設
業

が
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
例
外
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
塩
崎
厚
労
大
臣
は
『
建

設
業
は
時
間
外
労
働
が
青
天
井
の
世
界

だ
』
と
語
っ
た
」
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊

か
ら
二
六
年
を
経
過
し
た
日
本
で
は
「
人
間
発

達
の
場
」
で
あ
る
べ
き
時
間
が
、
「
人
間
絶
望

の
空
間
」
と
な
っ
て
、
多
く
の
青
年
を
絶
望
の

淵
へ
追
い
や
る
と
は
！
と
書
か
れ
て
い
る

▼
働
く
者
の
安
心
が
な
け
れ
ば
、
一
歩
も

前
に
進
め
な
い
こ
の
世
界
で
「
安
全
・
安

心
」
を
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
、
突
き
進
む

姿
に
「
八
紘
一
宇
」
の
無
謀
な
世
界
の
再

現
を
見
る
思
い
が
す
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ

う
か
。
こ
と
は
、
こ
の
国
の
在
り
方
に
関

わ
っ
て
く
る
。
（
こ
）  
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「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
自
治
体
主
催

で
開
催
し
て
い
る
の
は
？ 

「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
自
治
体
主
催

で
開
催
し
て
い
る
の
は
、
金
沢
市
、
七
尾
市
、

加
賀
市
、
野
々
市
市
、
津
幡
町
、
志
賀
町
、

宝
達
志
水
町
、
能
登
町
の
八
市
町
で
す
。
こ

の
外
、
輪
島
市
で
は
清
水
正
明
医
師
の
「
原

爆
被
爆
絵
画
展
」
を
毎
年
夏
に
各
中
学
校
や

公
共
施
設
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
、

小
松
市
、
か
ほ
く
市
、
白
山
市
で
は
、
毎
年

住
民
団
体
が
主
催
す
る
「
原
爆
と
人
間
」
パ

ネ
ル
展
に
公
共
施
設
を
提
供
し
て
い
ま
す
。  

     

こ
の
う
ち
能
登
町
で
は
、
昨
年
一
月
に
移

転
し
た
新
庁
舎
の
二
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
「
パ
ネ
ル
展
」
を
初
め
て
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
パ
ネ
ル
」
は
、

当
会
も
参
加
し
て
い
る
平
和
行
進
実
行
委

員
会
が
県
内
の
被
爆
者
の
方
か
ら
託
さ
れ

て
能
登
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
核
兵
器

の
非
人
道
性
、
被
爆
の
実
相
を
次
の
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
県
内
全
て
の
自
治
体
で
「
原

爆
写
真
パ
ネ
ル
展
」
の
開
催
を
要
望
し
て
き

た
こ
と
が
今
夏
、
一
歩
前
進
し
ま
す
。 

 

ま
た
石
川
県
で
は
全
て
の
自
治
体
が
「
非

核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

平
和
行
進
実
行
委
員
会
で
は
非
核
平
和
宣

言
塔
や
懸
垂
幕
の
新
設
・
改
修
を
毎
年
、
各

自
治
体
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
内
灘
町

で
は
今
年
、
老
朽
化
し
た
非
核
平
和
宣
言
塔

（
二
か
所
）
の
改
修
工
事
を
お
こ
な
っ
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
）。 

被
爆
者
援
護
施
策
は
県
の
施
策
が
ほ
と
ん

ど
／
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
が
来
年

三
月
末
に
解
散
へ 

 

被
爆
者
援
護
施
策
に
つ
い
て
は
県
の
施

策
が
大
半
で
あ
り
、
加
賀
市
以
外
で
は
独
自

施
策
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
の
施
策
に

あ
る
「
県
内
在
住
の
被
爆
者
で
構
成
す
る
団

体
」
＝
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
の
ニ
ュ

ー
ス
（
二
〇
二
一
年
四
月
号
）
に
よ
る
と
、

「
石
川
県
内
の
被
爆
者
は
現
在
六
四
人
、
平

均
年
齢
は
八
五
歳
。
会
の
存
続
に
つ
い
て
被

爆
者
手
帳
所
持
者
全
員
に
問
い
合
せ
る
と

七
割
の
方
か
ら
返
事
が
あ
り
、
全
員
、
閉
会

や
む
な
し
と
の
回
答
だ
っ
た
。
会
の
存
続
に

つ
き
、
県
と
金
沢
市
に
報
告
し
、
今
年
度
末

に
閉
会
す
る
。
」
と
の
こ
と
。
戦
後
七
六
年

と
な
り
、
被
爆
者
の
高
齢
化
で
運
営
が
困
難

に
な
り
、
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
は
来

年
三
月
末
に
解
散
し
ま
す
が
、
石
川
県
は
じ

め
各
市
町
に
よ
る
被
爆
者
援
護
施
策
の
継

続
・
拡
充
を
切
望
し
ま
す
。 

広
島
へ
の
中
学
生
の
修
学
旅
行
、
夏
休

み
・
全
校
登
校
日
の
平
和
集
会
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
半
が
中
止
に 

七
尾
市
、
小
松
市
、
加
賀
市
、
白
山
市
、

能
美
市
、
川
北
町
、
中
能
登
町
の
七
市
町
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
平
和
学
習
等
を
目
的

と
し
た
広
島
へ
の
中
学
生
の
修
学
旅
行
、

野
々
市
市
が
毎
年
八
月
五
日
、
六
日
、
広
島

市
平
和
記
念
式
典
に
中
学
校
生
徒
会
代
表

十
数
人
を
派
遣
し
て
い
る
「
平
和
の
旅
」
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た

め
、
二
年
連
続
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

例
年
、
夏
休
み
中
の
全
校
登
校
日
に
平
和

集
会
を
開
催
し
て
い
た
自
治
体
の
小
中
学

校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
、

全
校
登
校
日
は
設
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
学
級
に
お
い
て
平
和
教
育
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。 

平
和
教
育
は
、
平
和
展
に
お
い
て
展
示
す

る
絵
、
作
品
、
標
語
等
の
作
成
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
戦
争
体
験
等
の
歴
史
の

話
）
、
戦
争
平
和
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
、
全
校
で
の
平
和
の
取
り
組
み
（
本

の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
紹
介
、
動
画
視
聴
等
）、

国
語
や
社
会
等
、
平
和
に
関
す
る
学
習
の
実

施
、
被
爆
体
験
伝
承
者
講
話
会
（
市
内
中
学

生
が
広
島
市
か
ら
派
遣
さ
れ
る
被
爆
体
験

伝
承
者
の
講
話
）
、
図
書
委
員
会
・
掲
示
委

員
会
に
お
け
る
啓
発
活
動
な
ど
多
様
な
方

法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
各
自
治
体
の

見
解
に
つ
い
て 

 

今
年
一
月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

に
よ
り
、
「
核
の
な
い
世
界
」
の
実
現
は
想

像
か
ら
創
造
す
る
時
代
へ
、
「
核
兵
器
に
よ

る
安
全
保
障
」
か
ら
「
核
兵
器
な
き
世
界
に

よ
る
安
全
保
障
」
へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
ま

し
た
。
世
論
調
査
で
は
、
国
民
の
七
割
が
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
の
参
加
を
求
め
、

地
方
議
会
の
意
見
書
も
三
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
国
民
の
意
思
は
明
確
で
す
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
設
問
に
つ
い
て
、
「
条

約
の
署
名
・
批
准
に
つ
い
て
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
回
答
を
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
「
国
の
動
向
を
注
視
す
る
」
が

二
〇
二
一
年
度
平
和
事
業
に
関
す
る
自
治
体 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
と
本
会
の
コ
メ
ン
ト  

 

改修された内灘町の宣言塔前でアピール 

アンケート集計

結果は別紙にて

同封します 
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一
四
自
治
体
、
「
記
載
な
し
」
が
四
自
治
体

あ
り
、
「
こ
の
条
約
の
発
効
が
、
世
界
の
恒

久
平
和
と
核
兵
器
の
廃
絶
に
つ
な
が
る
契

機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
条

約
の
発
効
を
是
認
す
る
回
答
は
二
自
治
体

だ
け
で
し
た
。 

県
内
で
は
全
自
治
体
が
「
非
核
・
平
和
都

市
宣
言
」
を
決
議
し
て
お
り
、
ま
た
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
「
平

和
首
長
会
議
」
に
全
市
町
が
加
盟
し
て
い
ま

す
。
条
約
の
発
効
を
受
け
て
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
く
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
、
署
名
、
批
准
を
求

め
る
の
は
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
自
治

体
と
し
て
、
ま
た
「
平
和
首
長
会
議
」
加
盟

都
市
と
し
て
ご
く
自
然
な
こ
と
、
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

当
会
で
は
今
後
、
地
方
議
会
か
ら
政
府
に

「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

意
見
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

◎
今
回
の
平
和
事
業
に
関
す
る
自
治
体
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
と
本
会
の
コ
メ
ン
ト

（
全
文
）
は
非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の

会
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/h
i
ka
k
ui
s
hi
k
a
wa
.
co
m
/

）

に
掲
載
し
ま
し
た
。 

   

      

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
た
年
の
平

和
行
進
は
「
歩
き
た
か
っ
た
」
の
で
す
が
、

県
全
体
の
緊
急
事
態
宣
言
や
金
沢
市
へ
の

蔓
延
防
止
対
策
の
指
定
な
ど
で
行
進
は
断

念
し
、
街
頭
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
で
全
市

町
を
回
っ
て
い
ま
す
。
二
年
続
け
て
歩
け
な

い
の
は
悔
し
い
で
す
。 

 

 

      

輪
島
の
出
発
式
に
は
四
〇
人 

六
日(

日)

一
〇
時
能
登
の
平
和
行
進
の
出

発
は
輪
島
市
。
改
築
し
た
輪
島
市
役
所
前
に

四
〇
人
。
手
作
り
の
ヨ
コ
幕
な
ど
全
員
が
ア

ピ
ー
ル
作
品
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ(

代
読)

に
は
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
歓
迎
す
る
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。 

珠
洲
市
で
は
三
ヵ
所
で
訴
え 

能
登
町
は
新
庁
舎
の
前
で
の
出
発
式 

副
町
長
が
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
、
副
町

長
と
と
も
に
記
念
撮
影
。
署
名
ド
ン
と
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
募
金
も
。
宇
出
津
新
町
商
店
街

で
の
街
頭
宣
伝
の
参
加
者
は
一
六
人
。 

穴
水
町
石
川
宣
雄
町
長
の
「
批
准
求
め
る

署
名
」
い
た
だ
く 

穴
水
町
で
は
ペ
ナ
ン
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

募
金
、
署
名
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
石
川
町

長
さ
ん
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
署
名
」
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

七
尾
市
か
ら
は
五
三
七
筆
の
署
名
と
募
金 

志
賀
町
か
ら
は
ず
し
り
と
重
た
い
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
募
金 

中
能
登
町
は
特
設
舞
台
で
宮
下
為
幸
町
長

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
募
金
等
も
い
た
だ
く 

宮
下
町
長
は
、
先
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

宝
達
志
水
町
で
は
寳
達
典
久
町
長
室
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
等
い
た
だ
く 

町
長
も
議
長
も
、
事
前
に
「
批
准
求
め
る

署
名
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

羽
咋
市
役
所
前
で
は
「
到
着
式
」 

 
 

・
・
・
・
・
・ 

 

ほ
と
ん
ど
の
市
町
か
ら
市
長
・
町
長
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ペ
ナ
ン
ト
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
募
金
・
職
員
の
み
な
さ
ん
の
被
団
協
の
署

名
へ
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

(

平
和
行
進
石
川
県
実
行
委
員
会
事
務
局
長)

 

                

石
川
県
の
平
和
行
進  

能
登
コ
ー
ス
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す 

 

一
三
日 

引
継
式=

富
山
～
広
島
の
日
本
海
コ
ー
ス
に
合
流 

    
                                    

新
井
田
義
弘 

 

輪島市役所玄関前で開いた平和行進・能登コースの出発式 

 

13 日(日)、富山県から石川県に「国民平和大行進」の行進旗が引

き継がれました。引継式には 50 数人の参加がありました。 

 

http://hikakuishikawa.com/
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一
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
日
本
の
現
状 

⑴ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
何
？  

「
社
会
的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た
性
差
」

社
会
が
構
成
員
に
対
し
て
押
し
つ
け
る
「
女

ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
」｢

女
は
こ
う
あ
る
べ
き
、

男
は
こ
う
あ
る
べ
き｣

な
ど
と
い
っ
た
行
動

規
範
や
役
割
分
担
を
指
す
。
そ
の
内
容
は
、

状
況
と
時
代
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
変
更
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
現
代
に

お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
社
会
で
は
男
女
間
の

相
違
や
不
平
等
が
存
在
し
て
い
る
。 

⑵ 

日
本
の
女
性
の
現
状 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
各
国
内
の
男
女

間
の
格
差
を
数
値
化
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
」
二
〇
二
〇
年
に
お
い
て
、
日 

      本
は
一
五
三
カ
国
中
一
二
一
位
。｢

経
済｣

「
教

育
」｢

健
康｣

｢

政
治｣

の
四
分
野
の
う
ち
、
日

本
は
経
済
分
野
、
政
治
分
野
の
遅
れ
が
著
し

い
。
例
え
ば
、
企
業
の
女
性
役
員
は
六
％
、

地
域
に
お
け
る
女
性
自
治
会
長
は
五
・
七
％

に
す
ぎ
な
い
。
女
性
の
給
与
は
男
性
の
五

四
・
八
％
、
非
正
規
労
働
者
の
割
合
は
、
女

性
は
男
性
の
二
・
五
倍
近
い
。
多
く
の
現
場

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
背
景
に
も
そ
う
し
た
格
差
の

問
題
が
あ
る
。 

⑶ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
の
原
因
は
？ 

①
長
時
間
過
密
労
働
の
弊
害 

・
妊
娠
、
子
育
て
女
性
は
働
き
続
け
ら
れ
な

い
。
（
約
四
七
％
の
女
性
が
第
一
子
出
産
後

に
退
職
） 

・
長
時
間
労
働
で
男
性
は
家
事
・
育
児
に
参

加
で
き
な
い
。
家
事
育
児
時
間
、
妻
七
時
間

三
四
分
、
夫
一
時
間
二
三
分
（
労
働
力
調
査

二
〇
一
八
） 

②｢

家｣

制
度
か
ら
来
る
男
女
役
割
分
担
意
識
、

ケ
ア
労
働
の
軽
視 

・
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
男
性
を
支
え
て
家

事
や
育
児
を
と
い
う
性
別
役
割
分
担
。
女
性

は
家
庭
を
守
る
も
の
と
し
て
ケ
ア
労
働
（
育

児
、
介
護
、
看
護
）
を
無
償
で
引
き
受
け
て

い
る
。
そ
れ
が
外
へ
出
て
働
く
（
有
償
労
働
）

こ
と
を
難
し
く
し
て
い
る
。  

⑷ 

コ
ロ
ナ
と
女
性
～
平
時
の
不
平
等
・
格

差
が
顕
在
化
～ 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
職
業
の
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
飲
食
サ

ー
ビ
ス
・
宿
泊
業
は
女
性
が
六
～
七
割
を
占

め
て
い
る
。
女
性
労
働
者
の
う
ち
非
正
規
は

五
六
％
（
男
性
二
一
・
六
％
）
。
失
業
リ
ス

ク
、
賃
金
低
下
は
男
性
に
比
べ
て
は
る
か
に

高
く
、
全
国
の
自
殺
者
は
二
〇
二
〇
年
一
〇

月
、 

前
年
同
月
に
比
べ
男
性
が
二
一
・
七
％

増
に
対
し
女
性
は
八
二
・
八
％
増
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
政
策
は
ど

う
な
の
か
。
切
実
感
の
な
い
男
性
政
治
家
の

政
策
。
そ
の
ゆ
が
み
を
た
だ
す
の
は
女
性
の

声
。
視
点
が
多
様
化
す
る
こ
と
が
、
最
終
決

定
を
豊
か
に
す
る
。 

 

二
、
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

⑴ 

平
和
に
お
け
る
女
性
の
役
割
に
関
す

る
国
際
的
潮
流 

・
一
九
七
九
年
、
国
連
総
会
で
「
女
性
差
別

撤
廃
条
約
」
採
択
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
平

和
の
関
係
が
初
め
て
明
記
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
起
き
た
地
域
紛
争
（
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ス
ー
ダ
ン
）

で
は
軍
事
目
的
、
戦
略
と
し
て｢

レ
イ
プ｣

が

行
わ
れ
た
。
性
暴
力
に
よ
り
恐
怖
と
打
撃
を

与
え
、
強
制
妊
娠
出
産
で
共
同
体
を
破
壊
さ

せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
れ
ま
で
問
題
化
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
女
性
が
声
を
挙
げ
始
め
た
。 

・
一
九
九
三
年
国
連
総
会
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
宣
言
」
。 

・
一
九
九
五
年
世
界
女
性
会
議(

北
京
会
議)

行
動
綱
領
「
男
女
平
等
は
平
和
へ
の
必
要
か

つ
基
本
的
な
前
提
条
件
で
あ
る
」 

・
一
九
九
七
年
国
連
経
済
社
会
理
事
会
「
男

女
の
不
平
等
を
永
続
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
全
領
域
で
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
達
成
が
最
終
目
標
」 

・
二
〇
〇
〇
年
国
連
安
保
理
決
議
「
平
和
が

持
続
可
能
で
あ
る
の
は
、
女
性
が
完
全
に
参

加
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
な
ど
論
議
。 

・
一
九
八
九
年
～
二
〇
一
四
年
ま
で
の
二
五

年
間
四
〇
ヶ
国
の
地
域
紛
争
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
女
性
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た

場
合
、
良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
。 

⑵ 

女
性
の
声
を
力
に
政
治
を
変
え
よ
う 

女
性
は
人
口
の
五
一
％
。
し
か
し
意
思
決

定
の
場
に
女
性
は
少
な
い
。
日
常
的
に
弱
者

と
接
す
る
こ
と
の
多
い
女
性
の
声
が
伝
わ
ら

な
い
。
「
女
は
黙
っ
て
い
ろ
」
「
我
慢
す
る

の
が
当
然
」
と
い
う
風
潮
や
、
利
益
・
経
済

優
先
の
価
値
観
か
ら
「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」

へ
の
転
換
を
。
平
和
運
動
に
も
女
性
の
視
点

を
。 

石
川
県
平
和
委
員
会
結
成
六
〇
周
年
・
記
念
講
演
【
要
旨
】 

 
 

 
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

松
江
（
東
京
法
律
事
務
所
） 

 

オンラインで講演された

岸松江さん 
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【
講
演
ま
と
め
担
当
か
ら
の
追
記
】 

①
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
現
在
の
日
本
で
は
、

ま
だ
ま
だ
男
女
差
別
の
枠
組
で
考
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
向
か
う
と
こ
ろ
は
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
参
加
の
平
等
と
、
関
係
性

の
平
等
で
あ
り
、
男
女
に
限
ら
ず
多
様
な
性

を
含
み
一
人
ひ
と
り
の
個
性
、
生
き
方
、
願

い
も
含
め
て
平
等
と
い
う
こ
と
。 

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
、
支
配
・
被
支
配

の
問
題
で
も
あ
る
。
男
性
が
暴
力
で
女
性
を

支
配
す
る
と
き
は
、
強
い
も
の
が
弱
い
も
の

を
支
配
し
て
い
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
軍

隊
の
中
で
そ
の
考
え
は
顕
著
で
、
隊
内
暴
力

が
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
米
兵
に
よ
る
沖

縄
の
人
々
へ
の
暴
行
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

弱
者
で
あ
る
女
性
、
さ
ら
に
弱
小
な
子
ど
も

た
ち
へ
と
暴
力
を
支
配
の
道
具
と
す
る
。
沖

縄
で
は
被
害
女
性
た
ち
の
「
沈
黙
の
声
」
を

拾
い
集
め
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
で
今
様
々
な
場
で
声

を
挙
げ
る
人
が
い
る
。
そ
の
人
た
ち
の
思
い

が
何
な
の
か
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
言
わ

ず
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
彼
ら
の
幸
せ
が
私
た

ち
の
社
会
の
幸
せ
と
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。 

 
 
 
 

（
ま
と
め 

末
友
雅
子
） 

◎
五
月
二
二
日
、
金
沢
歌
劇
座
別
館
第
九
会

議
室
で
開
か
れ
た
石
川
県
平
和
委
員
会
結

成
六
〇
周
年
・
記
念
講
演
要
旨
で
す
。
講
師

は
日
本
平
和
委
員
会
代
表
理
事
・
弁
護
士
の

岸
松
江
さ
ん
で
す
。 

 

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
女
性
た
ち 

～
先
駆
的
な
女
性
た
ち
に
光
を
～ 

升
き
よ
み 

 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
よ
る
と
、

日
本
は
世
界
一
五
六
ヵ
国
中
、
一
二
〇
位
。

Ｇ
７
で
最
下
位
と
言
わ
れ
、
よ
う
や
く
事
の

重
大
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
主
に
女

性
の
議
員
の
数
の
少
な
さ
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
私
は
議
員
の
数
に
と
ど
ま
ら

ず
、
戦
前
戦
後
と
平
和
運
動
や
労
働
運
動
な

ど
様
々
の
分
野
で
草
の
根
で
頑
張
っ
て
き

た
女
性
達
に
、
も
っ
と
光
が
当
た
っ
て
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
自
身
も
、
か
つ
て
の
職
場
の
先
輩
や
地

域
で
の
母
親
運
動
や
労
働
運
動
な
ど
に

色
々
と
奔
走
さ
れ
て
い
た
先
輩
女
性
達
か

ら
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
特
に
現
在
の
平
和

運
動
な
ど
の
基
礎
を
成
し
た
方
々
か
ら
、
戦

争
中
の
厳
し
い
実
態
な
ど
、
す
さ
ま
じ
い
体

験
を
お
聞
き
し
た
清
水
み
ゆ
き
さ
ん
や
蔵

野
花
枝
さ
ん
達
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。 ま

た
、
戦
後
の
米
軍
射
撃
場
反
対
・
内
灘

闘
争
の
芦
田
高
子
さ
ん
、
職
場
の
闘
い
か
ら

医
療
活
動
に
と
進
ん
だ
山
内
清
子
さ
ん
、
池

島
静
枝
さ
ん
達
、
そ
し
て
新
日
本
婦
人
の
会

結
成
に
奮
闘
さ
れ
た
越
中
ふ
み
さ
ん
、
山
岸

多
恵
子
さ
ん
、
教
員
組
合
で
の
伊
藤
喜
美
子

さ
ん
や
松
枝
昌
子
さ
ん
達
。
金
融
労
働
者
か

ら
保
育
所
づ
く
り
に
力
を
注
が
れ
た
水
上

喬
子
さ
ん
、
斉
藤
洋
子
さ
ん
、
牧
利
子
さ
ん
、

学
童
保
育
所
づ
く
り
を
広
め
た
飯
田
慈
子

さ
ん
等
々
（
名
前
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
人

は
更
に
多
い
の
で
す
が
、
紙
面
が
足
り
ま
せ

ん
）
、
そ
う
し
た
沢
山
の
女
性
達
。
ま
さ
に

草
の
根
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
地
道
に
、
何
よ
り

も
平
和
と
暮
ら
し
、
住
民
の
要
求
実
現
に
努

力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

勿
論
、
男
女
を
問
わ
ず
粘
り
強
く
反
核
、

平
和
運
動
を
進
め
て
来
ら
れ
た
活
動
の
広

が
り
の
中
で
の
動
き
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
が
、
北
陸
婦
人
問
題
研
究
所
の
梶
井
幸
代

さ
ん
達
も
、
金
沢
市
に
対
し
て
「
非
核
平
和

都
市
宣
言
制
定
」
へ
の
陳
情
を
繰
り
返
し
て

い
た
事
も
大
き
く
行
政
を
動
か
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
今
か
ら
二
〇
年
前
、
金
沢
市
議

会
で
は
五
人
の
女
性
議
員
が
超
党
派
で
学

習
会
を
重
ね
、
市
議
会
初
の
「
男
女
共
同
参

画
条
例
」
を
議
員
発
議
提
案
で
制
定
し
た
こ

と
も
思
い
出
深
い
こ
と
で
す
。 

平
和
で
豊
か
な
社
会
の
基
本
に
人
権
が

重
ん
じ
ら
れ
、
女
性
が
輝
く
社
会
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
も
っ
と
女
性
の
活
躍
を
評
価
し
、

広
め
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

  

 

幼
年
期
と
戦
争 

桝
田
辰
男 

 

 

私
は
昭
和
一
五
年
生
ま
れ
で
七
人
兄
弟

の
四
人
目
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
七
人
兄
弟
で

す
か
ら
大
変
多
い
家
族
で
し
た
。
産
め
よ
増

や
せ
の
時
代
で
し
た
。
戦
争
に
行
か
せ
る
た

め
で
し
た
。 

 

昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
り
、
真
珠
湾
攻
撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。

村
の
若
い
人
達
は
次
か
ら
次
へ
と
戦
争
に

か
り
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

米
国
は
い
ま
ま
で
一
度
も
戦
争
を
最
初

に
し
か
け
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
国
で
し
た
。

小
さ
な
時
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
中
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
の
家
は
百
姓
で
し
た
。
生
ま
れ
た
時
は

米
等
食
べ
る
も
の
も
少
し
は
あ
り
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
な
く
な
り
、
米
は
兵
隊
に
食
べ

さ
せ
る
た
め
に
と
い
つ
も
親
が
言
っ
て
い

ま
し
た
。
姉
や
兄
は
近
く
の
工
場
へ
飛
行
機

の
部
品
を
つ
く
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

私
の
家
に
は
牛
が
お
り
、
ニ
ワ
ト
リ
も
飼

っ
て
お
り
ま
し
た
。
梅
の
木
も
あ
り
ま
し
た
。

牛
や
ニ
ワ
ト
リ
の
世
話
は
私
が
い
つ
も
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ
で
生
活
が
苦
し

か
っ
た
が
、
た
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
〇
年
八
月
ご
ろ
に
は
米
軍
機
Ｂ 

29
が
家
の
頭
上
を
毎
夜
の
ご
と
く
飛
ん
で 

非
核
・
平
和
の
ひ
ろ
ば 
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き
ま
し
た
。
家
の
横
の
畑
で
小
さ
な
防
空
壕

が
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
全
員
で
こ

の
中
に
入
り
ま
し
た
。
本
当
に
暑
く
て
、
虫

が
飛
ん
で
き
て
い
や
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
初
め
て
、
小
さ
い
な
が
ら
戦
争
は
い
や
だ 

と
思
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
〇
年
八
月
一
日
、
富
山
に
空
襲
が

あ
り
赤
々
と
燃
え
て
い
る
の
が
見
え
ま
し

た
。
戦
争
が
や
っ
と
終
わ
り
、
国
民
学
校
へ

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
校
舎
は

壁
が
落
ち
、
教
室
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
し
た
。
運

動
場
は
い
も
畑
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
教

科
書
は
一
週
間
に
一
度
、
配
ら
れ
ま
し
た
。 

 

声
な
き
声
に
思
い
を
広
げ
る 

松
浦
健
伸 

 

 

最
近
『
訴
歌 

あ
な
た
は
き
っ
と
橋
を
渡

っ
て
来
て
く
れ
る
』
（
皓
星
社
）
と
い
う
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
者
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を

集
め
た
作
品
集
が
出
版
さ
れ
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
や
療
養
者
の
生
き
様
を
伝
え
る
、

関
係
者
や
療
養
者
の
著
書
、
写
真
、
文
芸
な

ど
少
な
く
な
い
が
、
私
た
ち
が
少
し
で
も
療

 

養
者
の
思
い
と
姿
を
あ
ら
た
め
て
学
べ
る

本
で
あ
る
。 

 

た
と
え
ば
「
病
む
吾
と
み
ま
も
る
母
の
乗

り
た
れ
ば
客
車
の
扉
に
錠
下
ろ
さ
れ
つ
」

（
山
本
吉
徳
）
は
、
収
容
列
車
で
そ
れ
ま
で

の
生
活
と
隔
離
さ
れ
る
山
に
送
ら
れ
る
子

ど
も
の
歌
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
創
作
す
る

才
は
な
い
が
、
詠
む
自
分
に
そ
の
人
が
体
験

し
た
別
れ
や
出
会
い
、
孤
独
や
助
け
合
い
、

心
と
体
の
痛
み
を
教
え
て
く
れ
る
。
特
に
こ

の
本
で
は
少
年
少
女
の
歌
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
編
者
の
阿
部
正
子
さ
ん
は
、

「
人
は
ど
ん
な
過
酷
な
状
況
の
中
で
も
誇

り
高
く
、
生
き
抜
け
る
こ
と
を
、
歌
に
託
し

て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」
と
、

そ
の
思
い
（
訴
え
）
を
受
け
止
め
た
い
と
い

う
意
味
で
「
訴
歌
（
そ
か
）
」
と
名
付
け
た

と
言
う
。
本
の
タ
イ
ト
ル
に
興
味
が
持
た
れ

た
。 

 

翻
っ
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
所

で
、
様
々
な
訴
え
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ

れ
は
声
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
貧
困

の
中
、
孤
立
す
る
家
庭
、
そ
の
中
の
子
ど
も

た
ち
の
思
い
を
、
我
々
は
訴
え
と
し
て
聞
い

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
な
ん
と
か
停
戦
合
意
に

至
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
の
争
い
の
中
、
い
つ
ミ
サ
イ
ル
が

飛
ん
で
く
る
か
と
不
安
の
中
で
過
ご
す
ガ

ザ
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
訴
え
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
や
地
域
で
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

私
た
ち
自
身
の
中
に
も
、
周
囲
に
も
、
声

な
き
声
が
あ
る
。
喜
怒
哀
楽
様
々
な
声
が
あ

る
。
現
代
の
ネ
ッ
ト
の
動
画
や
画
像
と
い
っ

た
手
段
を
通
じ
て
知
る
の
も
便
利
で
は
あ

る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
文
芸
を
通
じ
て
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
、
自
分
の
方

か
ら
共
感
の
思
い
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
も

大
切
だ
ろ
う
。
そ
し
て
訴
え
に
自
分
は
ど
う

応
え
て
ゆ
け
ば
い
い
の
か
。
『
訴
歌
』
を
さ

ら
に
詠
み
続
け
て
考
え
た
い
。 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
Ｍ
君
は 

今
ど
う
し
て
い
る
か 

松
浦
忠
孝 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー

で
、
せ
っ
か
く
勝
ち
と
っ
た
自
由
と
民
主
主

義
が
崩
壊
、
平
和
的
デ
モ
に
対
し
て
国
軍
が

発
砲
、
暴
政
に
よ
る
八
〇
〇
人
以
上
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
な
か
で
私
は
、
一
人
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
（
Ｍ
君
と
す
る
）
の
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
。
今
か
ら
二
十
数
年
前
、
私
の
現
役

時
代
の
こ
と
、
そ
の
会
社
が
出
店
し
て
い
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
営
業
拠
点
に
Ｍ
君
が
就

職
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
拠
点
を
訪
問
し
た
際
、
Ｍ
君
の
経
歴
等
を

聞
い
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
日
本
に

留
学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
で
あ
る
が
、
祖
父
が
英
国
人
（
昔
、

ビ
ル
マ
は
英
国
の
植
民
地
）
の
た
め
、
四
分

の
一
の
ハ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
ビ

ル
マ
語
は
当
然
、
日
本
語
、
英
語
も
堪
能
な

こ
と
、
実
家
は
宝
石
商
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ヒ

ス
イ
や
ル
ビ
ー
の
一
大
産
地
）
で
あ
る
こ
と
、

母
国
は
軍
政
下
に
あ
る
た
め
帰
国
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
地
理
的
に
近
い
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
日
系
企
業
に
就
職
し
て
帰
国

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
こ
と
、
等
々
を

聞
か
せ
て
く
れ
た
。 

当
時
の
私
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
の

知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
な
い
。
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
、
「
戦
場

に
か
け
る
橋
」
の
映
画
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

で
の
日
本
軍
の
無
謀
な
作
戦
、
程
度
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
資
本
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
次
い
で
中
国
、
等
、

安
い
労
働
力
を
求
め
て
海
外
進
出
し
て
い

た
。
次
第
に
現
地
賃
金
が
上
昇
し
て
い
く
中
、

次
に
う
ま
み
の
あ
る
所
と
し
て
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
や
イ
ン
ド
が
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
は
資

本
に
と
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
優

良
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

経
済
紙
や
経
営
誌
な
ど
で
レ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
い
た
。 

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
英
国
植
民
地
、
日
本
軍

占
領
、
再
度
英
国
植
民
地
、
そ
し
て
独
立
、

長
期
の
軍
政
、
つ
か
の
間
の
民
政
、
ま
た
軍

政
に
、
と
複
雑
な
歴
史
を
持
つ
、
ビ
ル
マ
族
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を
主
体
と
す
る
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
Ｍ
君

と
会
っ
た
当
時
は
軍
政
下
、
政
治
的
安
定
下

に
な
い
国
に
は
投
資
困
難
と
し
て
、
国
際
資

本
と
し
て
、
何
と
か
し
て
安
定
化
さ
せ
た
い

と
の
強
い
志
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
う
し
た
状
況
下
で
二
〇
一
〇
年
総
選

挙
が
行
わ
れ
、
名
目
上
の
文
民
政
権
に
移
行
、

二
〇
一
一
年
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
や

政
治
犯
が
釈
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇

一
五
年
の
総
選
挙
で
ス
ー
チ
ー
氏
率
い
る

国
民
民
主
同
盟(

Ｎ
Ｌ
Ｄ)

が
勝
利
、
二
〇
二

〇
年
一
一
月
の
総
選
挙
で
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
圧

勝
し
、
国
軍
系
野
党
は
激
減
し
た
の
で
あ
る
。

国
軍
が
四
分
の
一
の
議
席
を
確
保
で
き
る

等
、
特
権
を
得
て
い
る
憲
法
を
変
え
ら
れ
か

ね
な
い
と
危
機
感
を
も
っ
た
国
軍
が
二
月

一
日
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
に
至
る
。 

Ｍ
君
と
は
、
早
く
民
政
化
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
旨
話
し
て
別
れ
た
の
で
あ

る
が
、
彼
は
お
そ
ら
く
チ
ャ
ン
ス
を
見
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
国
し
て
い
る
と
思
う
。
つ

か
の
間
の
民
政
を
経
て
、
ま
た
軍
政
で
あ
る
。

彼
自
身
は
も
う
六
〇
歳
前
後
、
デ
モ
に
参
加

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
、
彼
の
子
ど
も
、

あ
る
い
は
孫
が
、
民
主
化
の
活
動
に
参
加
し

て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
う
思
う
と
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
の
若
者
た
ち
の
た
た
か
い
が

身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。 

（
注
）
ビ
ル
マ
は
一
九
八
九
年
に
軍
事
政
権

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
改
名
し
ま
し
た
。 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

 

四
〇
〇
回
目 

山
口
修
治 

 

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日 

東
北
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
発
生 

そ
し
て 

翌
年
の
２
０
１
２
年
７
月
６
日 

金
沢
で
の
第
一
回
目
の
金
曜
ナ
イ
ト 

ど
い
ね
！ 

ど
い
ね
原
発
！
！ 

 

そ
し
て 

そ
れ
か
ら
８
年
が
過
ぎ 

２
０
２
０
年
１
０
月
１
６
日
の
金
沢
駅
前 

福
島
の
避
難
者
の
み
な
さ
ん
に
心
寄
せ 

国
連
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に
後
押
し
さ
れ 

４
０
０
回
目
の
金
曜
ナ
イ
ト 

ど
い
ね
！ 

ど
い
ね
原
発
！
！ 

 

必
要
だ
と
答
え
た
人
も
い
た
け
れ
ど 

わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
人
も
い
た
け
れ
ど 

圧
倒
的
に
多
く
の
方
は 

必
要
な
い
と
シ
ー
ル
を
は
っ
て
く
れ
た 

ど
い
ね
！ 

ど
い
ね
原
発
！
！ 

 

原
発
廃
炉
ま
で 

金
曜
ナ
イ
ト
は
続
く 

 

（
編
集
部
よ
り
）
ど
い
ね
☆
原
発
の
毎
週
金

曜
行
動
は
一
〇
年
を
節
目
に
休
止
に
な
り

ま
し
た
。 

                              

                              

 

月 日 曜 時 行　　　　事　　　　予　　　　定 会 　　　場

6 23 水 12:50 怒りの昼デモ　再開 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

24 木 11:30 国民平和大行進　石川県から福井県へ引継ぎ式 福井県吉崎御坊駐車場

戦争させない石川の会　オンライン講演会

　沖縄で進む軍事基地化の最新情勢　講師阿部　岳さん

7 3 土 11:00 大きくなった 『被爆樹アオギリ・二世』 に会おう 金沢市長坂・大乗寺丘陵公園見晴しハウス集合

7 水 掲載 意見広告 「核兵器禁止条約 日本政府も署名・批准を」 全国の運動　１口１，０００ 円の賛同呼びかけ中

10 土 13:30 非核の政府を求める会（全国の会）総会 東京からオンライン配信（参加登録は下記にて）

10 土 15:00
医療・福祉問題研究会例会「〝コロナ禍〟の実態から人権保障を

考える」

オンライン（Zoom）開催

問合先：ihmk1986@gmail.com

14 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

映画 『タクシー運転手』 鑑賞会　戒厳令下の韓国光州市

　民主化を求める市民のデモを軍と警察の殺戮現場を取材ドラマ

28 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

8 反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会　「平和のパネル展」 金沢市鞍月・石川県庁１９ 階展望ロビー

２０２１年原水爆禁止世界大会　オンラインを交えて開催 広島市・長崎市

7 土 9:45 ベトナム・米軍投下枯葉剤被害者　「ドクさんとオンライン交流」 金沢市三社・石川県女性センター３ 階

＊祝日は休日とします　　＊毎月15日石川県沖縄連帯デ― 12：00　　

*会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中　　年会費 2,000円　　ゆうちょ銀行口座　00760－0－15689　　口座　00760－0－15689

14:00

13:30

金沢市下本多町・金沢歌劇座　２階大集会室

金沢市青草町・近江町市民交流プラザ４階

非核・平和の掲示板　

２日（月）～１６日（月）

６日（金）～９日（月）

26

25

土

日

非核の政府を求める会第 35 回総会（オンライン併用・Zoomミーティング）のご案内 

日時   7月 10 日（土）午後 1時半～午後 4時半（オンライン開場は午後 1 時から) 

議題   総会議案の論議、「国民へのアピール」、新役員の選出 

＊参加を希望される方は、非核の政府を求める会メールアドレス（hikakunokai@pop21.odn.ne）宛に、メールで「全

国総会参加申込み」「氏名、所属団体または住所」を明記の上、お申込みください。折り返し、総会参加の URL が

送られてきます。総会当日の午後 1 時以降、URLをクリックして会議にご参加ください。 
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石
川
の
山
め
ぐ
り 

⑥ 

 
宝
達
山 

（
６
３
７
ｍ
） 吉

沢
京
子 

能
登
の
最
高
峰
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、

天
正
年
間
か
ら
採
掘
さ
れ
て
い
た
金
山
に

関
係
が
あ
る
よ
う
で
、
加
賀
藩
の
台
所
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
採
掘
技
術
は
、
今
も
「
宝

達
葛
」
の
生
産
に
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

頂
上
に
は
一
等
三
角
点
が
あ
り
、
晴
れ
て 

                    

い
れ
ば
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
、
能
登
の
山
、 

眼
下
に
金
沢
平
野
、
千
里
浜
海
岸
な
ど
眺
望

は
良
く
、
頂
上
ま
で
車
道
は
あ
る
が
、
唯
一

の
コ
ブ
シ
の
道
を
登
り
、
雄
池
、
雌
池
を
巡

る
の
が
楽
し
い
で
す
。
途
中
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
、
ス
ミ
レ
、
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
オ
ー

レ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
ホ
ウ
チ
ャ

ク
ソ
ウ
な
ど
が
順
に
咲
き
観
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
頂
上
近
く
に
ブ
ナ
林
が
あ
り
ま
す
。 

                     

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

活
動
支
援
カ
ン
パ
の
お
礼
と
ご
報
告 

 
 

二
〇
二
一
年
度
会
費
納
入
と
併
せ
て
活

動
支
援
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
六

月
一
二
日
現
在
四
六
人
様
か
ら
五
四
〇
〇

〇
円
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

会
費
の
納
入
と
活
動
支
援
カ
ン
パ
は
引

き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
任
世
話
人
会 

                   

編
集
室
よ
り 

か
ね
が
ね
民
主
主
義
に
気
を
揉
ん
で
い

る
。
ズ
バ
リ
言
え
ば
劣
化
を
危
惧
し
て
い
る

の
だ
。
民
主
主
義
と
は
国
民
に
政
治
の
主
権

を
委
ね
る
国
家
体
制
。
す
な
わ
ち
国
民
が
、

自
分
の
頭
で
モ
ノ
を
考
え
、
自
分
（
達
）
の

こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
、
直
ぐ

に
持
続
不
能
と
な
る
シ
ロ
モ
ノ
だ
。
日
本
国

憲
法
前
文
は
民
主
主
義
を
〝
人
類
普
遍
の

原
理
〟
と
崇
高
に
謳
っ
て
い
る
け
れ
ど
。 

し
か
し
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
民
主
主
義

の
根
幹
で
あ
る
民
主
選
挙
が
世
界
的
に
衰

退
し
、
独
裁
国
家
が
こ
の
一
〇
年
間
に
四

八
％
か
ら
六
八
％
に
増
加
し
た
。
人
類
の
積

年
の
涙
と
汗
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
民
主
主

義
の
現
状
を
見
て
、
命
を
賭
し
て
獲
得
し
て

き
た
先
人
は
、
何
を
想
う
で
あ
ろ
う
か
。 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
さ
な
か
、
菅
政
権
は
自

ら
の
失
政
を
憲
法
に
責
任
転
嫁
し
、
緊
急
事

態
条
項
を
め
ぐ
り
改
憲
促
進
発
言
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
ま
る
で
火
事
場
泥
棒
だ
。
改

憲
（
壊
憲
）
へ
の
呼
び
水
と
な
り
得
る
『
改

定
国
民
投
票
法
』
が
成
立
し
、
基
本
的
人
権

を
侵
害
し
て
無
限
定
の
監
視
と
弾
圧
が
懸

念
さ
れ
る
『
土
地
利
用
規
制
法
』
も
未
明
に

強
行
可
決
さ
れ
た
。
悪
法
の
成
立
も
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
な
ど
す
る
気
の
な
い

政
権
の
存
続
も
、
民
主
主
義
の
劣
化
と
相
関

関
係
に
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。（
中
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宝達山山頂近くのブナ林 宝達山頂上の手速比咩神社上社 
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手
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コ
ー
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金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合
絵
手
紙
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竹
味
恭
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